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I Tp- 1　　　　　　　松阪市における高齢者の生活実態(第1報)

　　　　　　　　　　　　家族関係及び経済生活について

　　　　　　　　　　　　松阪大女短大　○渡辺澄子梅村郁子

《目的》高齢化の進展にともなって、松阪市においても高齢者に対する福祉施策が次々と

追加されるようになった。また高齢者自身の自助努力の必要性も強調されてきた。しかし

この間ﾊﾞﾌ勺嘔済の崩壊や円高による不況、長雨や干ばつ等の異常気象等決して高齢者の生

活し易い社会環境ではなかった。こうした状況の中で高齢者自身はどう変わったかを、12

年前に同地域にて実施した実態調査の結果と照合しながら明らかにして行きたい。さらに

高齢者の生活の各領域、各項目間の関連性を確かめ、前回示した、高齢者の生活構造のと

らえ方を再検討したいと思う。本報では高齢者の家族関係及び経済生活について報告する。

　《方法|松阪市在住の65歳以上の男女374名を無作為二段抽出し、質問紙を用いて、調査員

による戸別面接調査を行った。調査期間は1994年6月～10月で、有効回答数は224名であっ

た。調査内容は高齢者の生活構造を多面的に把握するため、日常生活、地域社会生活、経

済生活、家族関係、健康、生活意識の各領域にわたる合計69項目である。

　《結果》松阪市は人□12万の地方都市である。家族関係の中で家族型は前回と比較すると、

一世代世帯が増加し、三世代世帯が大きく減少している。又前回は加齢と共に一世代世帯

が減少する傾向であったのに対して、今回はその傾向が小さく80歳以上でも同居しない一

世代世帯が25％と多く見られる。配偶者の有無でも前回は加齢と共に配偶者の無い者が徐

々に増加する傾向にあったが、今回は70～74歳で急増している反面、80歳以上でも約半数

の者は配偶者有りと答えている。収入額は前回と比較すると約1.7倍の増加がみられた。

I Tp－ 2 松阪市における高齢者の生活実態（第2報）

　　日常生活及び地域社会生活について

　　松阪大女短大　○梅村郁子渡辺澄子

《目的》前報と同じく松阪市における高齢者の生活実態調査をもとにi 12年前の実態調査

の結果と比較することにより、その変化と実態を明らかにした。本報では高齢者の日常生

活及び地域社会生活について報告する。

　《方法》前報と同じである。

　《結果》全体を通して、女性が変化した結果、前回見られた男女の差が縮小したことと、

加齢に伴う生活の変様が、前回ほどは読み取れないということがいえる。高齢者の家事時

間は男性で増加し、女性で減少している。しかし家事の実施率では依然として女性が高い。

女i'i.の場合、職業時間の増加もあって、自由時間はむしろ減少しているが、職業時間、自

由時間ともに満足度は上がっている。男女ともに新聞、テレビに当てる時間は長くなって

いる。趣味の実施率は前回より低下している。地域社会では、男女ともに異性を含む友人

のある者が増えており、近所づきあいや年賀状も増えている。前回多かった老人会への参

加が減少し。同窓会が増加している。女性の奉仕、学習、趣味、スポーツ活動への参加が

伸びており、旅行日数でも女性の伸びが大きい。市の福祉対策については、新しく加わっ

たものへの周知度は低い。男女ともに社会に貢献しているという意識は上がっている。こ

うした変化の要因を、前回示した高齢者の生活構造分析の手法を用いて探りたい。
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